
　真滝児童館は一関
地域で唯一の健全育
成型の児童福祉施設
です。
　滝沢小学校の近隣
にあり、子ども達が
仲間と遊んだり、語
り合ったりできる自
由な場所です。
　真滝児童館には毎日、放課後１～６年生50～
60名の子ども達が「ただいまー」と自由に来館し、
宿題、砂遊び、ボール遊びなど、それぞれが好き
なことをして過ごします。遊びの中で泣いたり
笑ったり、様々な経験を通して社会のルールを学
びます。
　行事は月に１～２回行い、５月は母の日のプレ
ゼント作りをしました。
　また、地域の方々のご協力をいただきながら、
年１回『じどうかんまつり』を開催し、昨年度は
280名の参加で盛り上がりました。
　子どものための児童館です。職員も子どもの目
線に立ち、子どもの思いを地域社会に反映してい
きたいと思います。

今日もワイワイ賑やか、元気いっぱい真滝児童館今日もワイワイ賑やか、元気いっぱい真滝児童館

この広報は共同募金の一部をあてて発行しております。

指定管理を受けている真滝児童館の風景

[2010年6月30日発行]
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いちのせき社協だより

一
関
市
社
会
福
祉
協
議
会 

事
業
報
告

　

二
十
一
年
度
は
、
一
体
感
の
醸
成
に
努
め
つ
つ
、
基
本
理
念
（
ビ
ジ
ョ
ン
）『
支
え
あ
い　

幸
せ
感
じ
る　

地
域
の
暮
ら
し
』、

に
基
づ
い
て
、
生
活
に
役
立
つ
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
、
住
民
が
安
心
し
て
暮
ら
す
こ
と
が
で
き
る
地
域
社
会
の
構
築
に
努
め
た
。

　

ま
た
、
事
業
推
進
に
当
た
り
、
基
本
理
念
、
基
本
方
針
に
基
づ
き
次
の
項
目
を
実
践
目
標
と
し
て
展
開
し
た
。

⑴　

地
域
福
祉
の
推
進

　

市
民
の
社
会
参
加
の
促
進
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
意
識

の
醸
成
を
は
か
り
な
が
ら
、
住
民
相
互
で
支
え
合
う

互
助
・
共
助
の
精
神
を
高
め
、
地
域
を
支
え
る
仕
組

み
の
構
築
に
努
め
た
。

　

ま
た
、
社
協
の
事
務
事
業
の
円
滑
な
推
進
を
図
る

た
め
、
福
祉
委
員
で
あ
る
行
政
区
長
、
民
生
児
童
委

員
等
の
協
力
を
得
て
、
社
協
会
費
及
び
募
金
、
福
祉

事
業
の
調
査
、
連
絡
調
整
な
ど
に
よ
り
社
協
業
務
の

推
進
と
地
域
福
祉
の
増
進
を
図
っ
た
。

⑵　

子
育
て
支
援

　

子
育
て
環
境
が
徐
々
に
変
化
し
つ
つ
あ
る
こ
と
を

踏
ま
え
、
新
た
に
子
育
て
サ
ロ
ン
事
業
に
取
り
組
む

と
と
も
に
、
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
事
業

等
の
利
用
促
進
を
図
り
、
子
育
て
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー

ク
の
拡
大
に
努
め
た
。

⑶　

相
談
、
支
援
体
制

　

心
配
ご
と
相
談
所
な
ど
で
適
切
な
相
談
業
務
を
行

い
、
関
係
機
関
と
連
絡
を
密
に
し
な
が
ら
問
題
解
決

に
あ
た
っ
た
。

　

ま
た
、
判
断
能
力
が
不
十
分
な
方
へ
の
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
援
助
、
日
常
的
な
金
銭
管
理
な
ど
を
行

う
、
日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
や
、
障
害
者
や
家
族

に
対
し
、
地
域
に
お
け
る
生
活
を
支
援
す
る
た
め
の

障
害
者
支
援
プ
ラ
ザ
の
活
用
を
促
進
す
る
等
、
相
談

支
援
機
能
の
充
実
に
努
め
た
。

⑷　

介
護
保
険
事
業
及
び
障
害
者
の
自
立
支
援

　

介
護
保
険
事
業
及
び
自
立
支
援
事
業
の
運
営
に
当

た
っ
て
、
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
向
上
と
収
支
の
バ
ラ
ン

ス
を
堅
持
し
、
更
に
は
社
協
の
も
つ
公
益
性
等
の
特

性
も
踏
ま
え
な
が
ら
経
営
基
盤
強
化
に
努
め
た
。

　

ま
た
、
高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
し
ぶ
た
み
を

開
設
し
、
高
齢
者
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

生
活
で
き
る
体
制
の
整
備
に
努
め
た
。
就
労
継
続
支

援
事
業
施
設
千
厩
ワ
ー
ク
プ
ラ
ザ
の
作
業
活
動
の
充

実
を
図
り
、適
切
な
支
援
を
提
供
す
る
よ
う
努
め
た
。

⑸　

人
口
減
少
や
高
齢
化
に
加
え
、
混
迷
す
る
時
代

に
対
応
す
る
た
め
、
情
報
提
供
の
場
と
し
て
の
社
協

だ
よ
り
の
充
実
と
学
習
の
機
会
と
し
て
五
回
連
続
講

座
を
開
催
し
た
。

地
域
福
祉
事
業

⑴　

第
四
回
一
関
市
社
会
福
祉
大
会

　

平
成
二
十
一
年
七
月
二
十
九
日
㈬
午
後
一
時
三
十
分
か

ら
一
関
文
化
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、
四
〇
〇
人
が
参
加
し

て
行
わ
れ
た
。

⑵　
社
協
ふ
く
し
祭
り「
ゆ
い
っ
こ
広
場
」の
開
催

　

市
民
と
福
祉
関
係
者
等
と
の
ふ
れ
あ
い
の
場
を
設
け
、

互
い
の
理
解
を
深
め
、
誰
も
が
安
心
に
暮
ら
せ
る
ま
ち
づ

く
り
に
努
め
る
た
め
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
啓
発
を
す

す
め
な
が
ら
、
福
祉
ま
つ
り
を
開
催
し
た
。

・
開
催
日　

平
成
二
十
一
年
十
月
十
八
日
㈰

・
テ
ー
マ

　

 「
心
の
つ
な
が
り
を
大
切
に
す
る
ま
ち
づ
く
り
」

・
内　

容

　

 

小
中
高
生
に
よ
る
福
祉
作
文
表
彰
式
並
び
に
入
賞
作
品

朗
読
、
バ
ザ
ー
、
子
育
て
サ
ロ
ン
体
験
、
高
齢
者
疑
似

体
験
、
炊
き
出
し
訓
練
、
も
ち
振
る
舞
い
、
施
設
か
ら

の
出
店　

等

・
会　

場　

花
泉
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
来
場
者
数　

六
五
〇
人
（
関
係
者
含
）

⑶　

社
協
だ
よ
り

・
全
戸
配
布　

年
四
回
発
行

⑷　

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の
開
設

　

一
関
市
社
会
福
祉
協
議
会
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
を
開
設
し
活

動
紹
介
を
行
っ
た
。

・
総
閲
覧
件
数　

一
二
、二
三
一
件

⑸　

小
地
域
福
祉
推
進
事
業

　

地
域
の
人
々
が
安
心
し
て
豊
か
な
生
活
が
で
き
る
よ
う

な
地
域
福
祉
を
期
す
る
た
め
、
地
区
福
祉
活
動
推
進
協
議

会
、
自
治
会
の
自
主
的
な
福
祉
活
動
を
支
援
す
る
た
め
、

活
動
助
成
金
を
交
付
し
た
。

・
交
付
金
額
二
十
五
地
区

・
七
十
四
行
政
区
に
六
、一
三
六
、〇
八
〇
円

⑹　

ふ
れ
あ
い
サ
ロ
ン
事
業

　

高
齢
者
等
の
生
き
が
い
作
り
や
、
寝
た
き
り
・
閉
じ
こ

も
り
予
防
活
動
を
目
的
に
定
期
的
に
開
催
し
、
地
域
住
民

が
主
体
と
な
り
実
施
し
た
サ
ロ
ン
に
対
し
、
活
動
助
成
し

た
。

・
助
成
サ
ロ
ン
数　

三
一
〇
ヵ
所
（
実
施
回
数
三
、八
七
一
回
）

⑺　

子
育
て
サ
ロ
ン
事
業

　

地
域
住
民
や
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
主
体
と
な
り
、
孤
立
し

が
ち
な
子
育
て
家
庭
の
育
児
不
安
の
解
消
に
資
す
る
と
と

も
に
、
当
事
者
同
士
が
ふ
れ
あ
い
仲
間
づ
く
り
を
行
う
活

動
に
対
し
活
動
助
成
し
た
。

・
助
成
サ
ロ
ン
数　

五
ヶ
所
（
参
加
会
員
数
九
十
六
人
）

⑻　

講
演
会
の
開
催

　

地
域
福
祉
に
関
す
る
情
報
の
提
供
と
学
習
機
会
を
設
定

す
る
た
め
、
一
関
公
民
館
、
い
ち
の
せ
き
市
民
活
動
セ
ン

タ
ー
と
共
催
し
、
一
関
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
を
会
場
に

五
回
連
続
講
座
を
開
催
し
た
。

⑼　

一
人
暮
ら
し
高
齢
者
の
集
い
事
業

　

六
十
五
歳
以
上
の
一
人
暮
ら
し
高
齢
者
を
対
象
に
、
高

齢
者
の
親
睦
交
流
等
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
開
催
し
た
。

・
延
開
催
回
数　

十
一
回　

延
参
加
者
数　

五
三
一
人

⑽　

車
い
す
貸
出
し
事
業

　
高
齢
者
や
障
害
者
の
生
活
を
援
助
す
る
た
め
、
外
出
時
等

に
車
い
す
を
貸
し
出
し
た
。（
貸
出
期
間
三
ヶ
月
）

・
保
有
台
数　

二
〇
二
台

・
利
用
人
員　

一
六
一
人

・
貸
出
延
台
数　

一
九
一
台

⑾　

緊
急
連
絡
カ
ー
ド
設
置
事
業

　

緊
急
時
に
連
絡
が
必
要
と
認
め
ら
れ
る
ひ
と
り
暮
ら
し

高
齢
者
等
に
作
成
配
布
し
、
民
生
委
員
の
協
力
に
よ
り
、

安
全
・
安
心
を
は
か
る
た
め
、
住
み
慣
れ
た
家
庭
や
地
域

で
、
緊
急
時
の
見
守
り
活
動
を
行
っ
た
。

・
配
布
枚
数　

二
、八
四
七
枚

⑿　

心
配
ご
と
相
談
所

　

日
常
生
活
の
心
配
ご
と
、
悩
み
ご
と
等
を
気
軽
に
相
談

で
き
る
よ
う
相
談
員
を
委
嘱
し
相
談
、
援
助
に
努
め
た
。

ま
た
、
花
泉
、
大
東
、
千
厩
の
各
支
部
を
会
場
に
移
動
相

談
所
を
開
設
し
た
。

　

心
配
ご
と
相
談
の
推
移

　
（
相
談
時
間　

午
前
十
時
〜
午
後
三
時
）

・
開
設
日
数　
　
　

四
十
九
日

・
移
動
相
談
日
数　

九
日

・
相
談
延
人
数　
　

七
十
八
人

・
相
談
延
件
数　
　

二
六
〇
件

⒀　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
事
業

①
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険
の
加
入

　

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
す
る
際
に
安
心
し
て
活
動
が
行

え
る
よ
う
に
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
保
険
」
の
手
続
を

行
な
っ
た
。

・
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
保
険　

一
、八
七
〇
人

・
行
事
用
保
険　

二
十
一
件
（
二
、二
六
九
人
）

・
送
迎
サ
ー
ビ
ス
補
償　

四
人

・
有
償
活
動
保
険　

十
一
人

②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
校
の
指
定

　

一
関
市
内
の
小
・
中
・
高
等
学
校
の
児
童
・
生
徒
を
対

象
と
し
て
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ
の
理
解
と
関
心
を
高
め
、

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
、
社
会
連
帯
の
精
神
を
養
う
と
と
も

に
、
児
童
・
生
徒
を
通
じ
て
家
庭
お
よ
び
地
域
社
会
へ
の

啓
発
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
校

十
七
校
を
指
定
し
た
。

③
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
講
座
の
開
催

　

Ⅰ　

 

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
ク
ー
ル（
中
高
生
）の
開
催

　
　
　

 　

夏
休
み
期
間
を
利
用
し
、
中
学
生
及
び
高
校
生

が
様
々
な
ふ
れ
あ
い
体
験
を
通
し
て
、
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
活
動
の
理
解
と
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
精
神
を
醸

成
す
る
こ
と
を
ね
ら
い
に
実
施
し
た
。

平
成
二
十
一
年
度

2



いちのせき社協だより

　

・
開
催
回
数　

二
回

　

・
参
加
者
数　

十
七
人

　

Ⅱ　
高
校
生
保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
体
験
の
開
催

　
　
　

 　

子
育
て
支
援
活
動
へ
の
参
加
を
通
し
て
、
ボ
ラ

ン
テ
ィ
ア
活
動
へ
の
関
心
を
高
め
る
と
と
も
に
、

い
の
ち
や
家
庭
の
大
切
さ
に
つ
い
て
理
解
を
深
め

る
こ
と
を
目
的
と
し
て
開
催
し
た
。

　
　

・
開
催
回
数　

二
回

　
　

・
参
加
者
数　

八
人

④
暮
ら
し
支
え
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
集
い
事
業

　
（
県
社
協
補
助
事
業
）

　
　

各
市
町
村
の
生
活
支
援
型
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
サ
ー
ビ

ス
ご
と
に
集
い
、
市
町
村
の
枠
を
越
え
た
情
報
交
換
や
交

流
の
場
と
す
る
と
と
も
に
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
に
対
す

る
新
た
な
参
加
機
運
を
高
め
る
機
会
と
社
協
事
業
、
社
会

福
祉
実
践
Ｐ
Ｒ
の
場
と
し
て
も
活
用
で
き
る
よ
う
開
催
し

た
。

　

開
催
月
日

　
　

 

平
成
二
十
一
年
十
一
月
二
十
三
日
（
月
・
祝
）
午
前

十
時
三
十
分
〜
午
後
四
時

　

開
催
場
所　
　

川
崎
公
民
館
（
川
崎
町
）

　

内　
　

容

　
　
〈
午
前
〉

　
　
　

 

対
談
「
見
守
り
シ
ス
テ
ム
が
も
た
ら
す
効
果
を
考

え
る
」

　
　
〈
午
後
〉

　
　
　

分
科
会
協
議
及
び
全
体
会

　
　
　
　

 

テ
ー
マ
「
安
心
し
て
暮
ら
す
た
め
に
私
た
ち
に

で
き
る
こ
と
」

　
　
　

①
子
ど
も
・
子
育
て
家
庭
の
見
守
り

　
　
　

②
高
齢
者
・
障
害
者
の
見
守
り

　
　
　

③
防
犯
・
防
災
に
つ
な
が
る
見
守
り

　

参
加
者　
　

 

一
関
市
・
平
泉
町
・
藤
沢
町
及
び
県
内
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
・
個
人
、
Ｎ
Ｐ
Ｏ
団

体
、
地
域
福
祉
活
動
協
力
関
係
者
、
市
町

村
社
会
福
祉
協
議
会
職
員　
　

一
〇
一
人

⒁　

在
宅
介
護
者
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
事
業

　

在
宅
で
寝
た
き
り
高
齢
者
や
重
度
障
が
い
者
の
介
護
を

さ
れ
て
い
る
方
々
の
交
流
と
、日
頃
の
介
護
疲
れ
を
癒
し
、

心
身
と
も
に
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ
を
図
る
た
め
集
い
を
開
催
し

た
。

・
一　

泊　

南
三
陸
町
ニ
ュ
ー
泊
崎
荘　

十
七
人

・
日
帰
り　

矢
び
つ
温
泉　

瑞
泉
閣　

五
十
三
人

⒂　

福
祉
団
体
等
助
成
事
業

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
、
福
祉
団
体
の
活
動
を
円
滑
に

推
進
す
る
た
め
、
各
団
体
の
活
動
を
助
成
し
た
。

・
三
十
八
団
体　

九
七
七
、〇
〇
〇
円

⒃　

敬
老
会
（
受
託
事
業
）

　

多
年
に
わ
た
り
社
会
に
尽
く
し
て
き
た
高
齢
者
を
敬
愛

し
、
長
寿
を
祝
う
敬
老
会
を
敬
老
の
日
の
前
後
に
地
区
ご

と
に
当
祝
者
八
十
歳
以
上
一
二
、七
五
八
人
を
招
待
し
開

催
し
た
。

⒄　

食
の
自
立
支
援
事
業
（
受
託
事
業
）

　

概
ね
六
十
五
歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
高
齢
者
、
高
齢

夫
婦
、
障
害
者
等
を
対
象
に
、
食
事
を
自
宅
に
届
け
、
食

の
自
立
を
支
援
し
、
併
せ
て
安
否
確
認
行
っ
た
。

支
部

二
十
年
度

二
十
一
年
度

登
録
者
数

配
食
総
数

登
録
者
数

配
食
総
数

大
東

三
〇 

人
二
、〇
七
六 

食

一
七 

人
二
、〇
九
五 

食

千
厩

六
一 　

八
三
七 　

三
五 　

四
一
三 　

室
根

七 　

二
三
〇 　

合
計

九
八 　

三
、一
四
三 　

五
二 　

二
、五
〇
八 　

⒅　

外
出
支
援
サ
ー
ビ
ス
事
業
（
受
託
事
業
）

　

在
宅
の
寝
た
き
り
高
齢
者
等
の
移
動
困
難
者
を
対
象
に

医
療
機
関
や
福
祉
施
設
へ
の
通
院
、
通
所
、
入
退
所
の
外

出
支
援
を
行
っ
た
。

　

稼
働
時
間　

二
三
二
一
時
間
三
二
分

　

延
利
用
人
数　

九
〇
〇
人

⒆　

日
常
生
活
自
立
支
援
事
業
（
受
託
事
業
）

　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
を
自
ら
選
択
し
た
り
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス

提
供
事
業
者
と
契
約
す
る
こ
と
の
判
断
能
力
が
不
十
分
な

方
に
対
し
、
利
用
手
続
き
の
援
助
や
代
行
、
公
共
料
金
の

支
払
い
な
ど
、
本
人
の
日
常
生
活
の
自
立
を
支
援
し
た
。

　

本
協
議
会
は
西
磐
井
及
び
東
磐
井
の
広
域
を
担
う
「
基

幹
社
協
」
と
位
置
付
け
ら
れ
て
い
る
。
こ
の
た
め
、
専
門

員
一
人
が
配
置
さ
れ
、
生
活
支
援
員
と
し
て
一
関
支
部
四

人
、
六
支
部
・
平
泉
町
・
藤
沢
町
に
各
二
人
、
合
計
二
十

人
を
委
嘱
し
、
利
用
者
の
支
援
に
努
め
た
。

・
相
談
援
助
延
件
数　
　

九
九
四
件

・
利
用
援
助
契
約
者
数　

五
六
人

⒇　

障
が
い
者
生
活
支
援
事
業
（
受
託
事
業
）

　

一
関
障
害
者
生
活
支
援
プ
ラ
ザ
に
お
い
て
、
福
祉
サ
ー

ビ
ス
の
利
用
援
助
、
社
会
資
源
の
活
用
や
生
活
力
を
高
め

る
た
め
の
支
援
、
ピ
ア
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
介
護
相
談
及

び
情
報
の
提
供
等
を
行
っ
た
。
ま
た
、
本
人
参
加
の
ケ
ア

会
議
を
開
催
し
、
処
遇
困
難
ケ
ー
ス
に
つ
い
て
は
一
関
地

区
障
害
者
地
域
自
立
支
援
協
議
会
の
サ
ー
ビ
ス
調
整
会
議

で
解
決
し
て
き
た
。

・
相
談
件
数　

一
、四
六
〇
件

21　

子
育
て
支
援
事
業
（
受
託
事
業
）

　

一
関
市
フ
ァ
ミ
リ
ー
サ
ポ
ー
ト
セ
ン
タ
ー
に
お
い
て
、

育
児
の
援
助
を
行
う
方
（
協
力
会
員
）
と
、
育
児
の
援
助

を
受
け
る
方
（
依
頼
会
員
）、
双
方
を
兼
ね
る
方
（
両
方

会
員
）
を
組
織
化
し
、
育
児
に
関
す
る
相
互
援
助
活
動
の

支
援
を
行
っ
た
。
ま
た
、
子
育
て
支
援
の
相
談
・
情
報
提

供
、
保
育
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
派
遣
、
子
育
て
支
援
の
講
師

と
し
て
職
員
を
派
遣
し
た
。

・
会
員
数　

三
六
七
人

・
活
動
件
数　

九
二
一
件

・
子
育
て
支
援
件
数　

一
、三
三
四
件

22　

手
話
通
訳
者
等
派
遣
事
業
（
受
託
事
業
）

　

一
関
市
内
の
聴
覚
障
害
者
等
が
意
思
疎
通
に
支
障
の
あ

る
時
、
手
話
を
介
し
た
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
行
う
こ

と
に
よ
り
、
聴
覚
障
害
者
等
の
社
会
参
加
の
促
進
及
び
交

流
活
動
の
充
実
を
図
る
た
め
、
手
話
通
訳
者
等
の
派
遣

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
お
よ
び
相
談
支
援
を
行
っ
た
。

・
手
話
通
訳
者
等
派
遣
延
べ
人
数　

七
十
六
人

23　

手
話
講
習
会
の
開
催
（
受
託
事
業
）

　

手
話
を
通
じ
、
日
常
生
活
上
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

を
図
り
、
聴
覚
障
害
者
の
支
援
や
情
報
提
供
を
行
う
こ
と

に
よ
り
、障
害
者
の
理
解
と
社
会
参
加
に
役
立
て
る
た
め
、

開
催
し
た
。

・
開
催
日

　

 　

平
成
二
十
一
年
八
月
二
十
二
・
二
十
九
日
／
九
月
五
・

十
二
・
十
九
・
二
十
六
日
／
十
月
三
日
（
全
七
回
）

・
場　

所　

一
関
市
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

・
参
加
者　

 

十
六
歳
以
上
で
手
話
に
関
心
の
あ
る
一
関
市
在

住
の
方　

三
十
人

・
内　

容　

 

聴
覚
障
害
者
理
解
等
の
講
座
と
手
話
技
術
講
座

24　

生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業

　

低
所
得
世
帯
や
障
害
の
あ
る
方
、
介
護
を
要
す
る
高
齢

者
等
が
同
居
す
る
世
帯
に
対
し
て
、
経
済
的
自
立
と
生
活

意
欲
の
助
長
、
社
会
参
加
の
促
進
を
図
る
た
め
、
低
い
金

利（
一
部
無
利
子
）で
、岩
手
県
社
協
か
ら
貸
付
を
行
っ
た
。

・
貸
付
状
況　

四
十
七
件

・
二
八
、七
八
〇
、七
七
〇
円

25　

た
す
け
あ
い
金
庫
貸
付
事
業

　

失
業
や
疾
病
等
に
よ
る
一
時
的
収
入
減
等
に
よ
り
、

生
活
維
持
が
困
難
に
な
っ
た
世
帯
に
対
し
、
一
時
資

金
と
し
て
無
利
子
で
貸
し
付
け
を
行
っ
た
。（
限
度
額

五
〇
、〇
〇
〇
円
）

・
貸
付
状
況　

二
十
件　

八
六
〇
、〇
〇
〇
円

26　

災
害
見
舞
金

　
罹
災
世
帯
、
死
傷
者
に
対
し
見
舞
金
を
贈
っ
た
。

・
十
件　

二
〇
〇
、〇
〇
〇
円

27　

福
祉
団
体
等
助
成
事
業

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
等
、
福
祉
団
体
の
活
動
を
円
滑
に

推
進
す
る
た
め
、
各
団
体
の
活
動
に
助
成
し
た
。

・
六
団
体　

二
、五
〇
三
、〇
〇
〇
円

28　

共
同
募
金
事
業
へ
の
協
力

①　

赤
い
羽
根
共
同
募
金
結
果

　

赤
い
羽
根
共
同
募
金
運
動
は
、
十
月
一
日
か
ら
目
標
額

を
達
成
す
る
た
め
、支
部
ご
と
に
運
動
を
展
開
し
た
結
果
、

近
年
の
経
済
的
不
況
が
続
き
厳
し
い
社
会
情
勢
を
反
映
し

た
結
果
と
な
っ
た
。

　

こ
の
共
同
募
金
運
動
に
よ
る
配
分
金
は
、
岩
手
県
共
同

募
金
会
を
通
じ
て
県
内
の
民
間
福
祉
施
設
、
福
祉
団
体
、

社
会
福
祉
協
議
会
等
の
地
域
福
祉
事
業
の
貴
重
な
財
源
と

な
っ
て
い
ま
す
。

・
実
績
額　

一
八
、四
五
八
、六
四
〇

②　

歳
末
た
す
け
あ
い
募
金
結
果

　
「
み
ん
な
で
さ
さ
え
あ
う
あ
っ
た
か
い
地
域
づ
く
り
」

を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、
募
金
運
動
を
展
開
し
、
戸
別
、
職
域
、

学
校
募
金
な
ど
が
寄
せ
ら
れ
、
生
活
困
窮
世
帯
、
ひ
と
り

暮
ら
し
高
齢
者
、
母
子
・
父
子
世
帯
、
寝
た
き
り
高
齢
者
、

認
知
症
高
齢
者
、
障
害
児
（
者
）
を
重
点
に
、
一
関
市
社

3



いちのせき社協だより

会
福
祉
協
議
会
が
民
生
児
童
委
員
の
協
力
に
よ
り
配
分
し

た
ほ
か
、
施
設
に
も
配
分
し
た
。

・
実
績
額　

二
一
、七
五
五
、九
九
〇
円

・
配
分
実
績　

三
、九
七
〇
件

　
　
　
　
　

二
〇
、九
九
二
、七
〇
八
円

　

平
成
二
十
一
年
度
実
績
額
と
配
分
額
の
差
額

七
六
三
、二
八
二
円
は
、
い
っ
た
ん
岩
手
県
共
同
募
金
会

に
送
金
し
、
次
年
度
の
一
関
市
社
会
福
祉
協
議
会
の
地
域

福
祉
事
業
、
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
の
事
業
費
と
し
て
配

分
を
受
け
る
。

29　

福
祉
セ
ン
タ
ー
の
管
理
運
営

　

設
置
主
体
（
所
有
者
）・
・
・
社
会
福
祉
法
人
一
関
市

社
会
福
祉
協
議
会

利
用
状
況

二
十
年
度

二
十
一
年
度

開
館
日
数

三
五
九
日

三
五
五
日

利
用
区
分

件
数（
件
）
利
用
者（
人
）
件
数（
件
）
利
用
者（
人
）

国
の
機
関

二
八

六
五
七

三
六

八
四
三

県
の
機
関

六

三
一
八

一
四

二
三
九

市
の
機
関

二
八
六

三
、〇
二
二

二
三
六

二
、八
〇
六

福
祉
関
係

団
体

五
七
七

一
〇
、〇
一
九

五
三
九

九
、一
八
五

社
会
福
祉

協
議
会

一
〇
二

一
、五
一
八

八
三

一
、二
九
七

会
社
・
事
業
所
等

二
二
七

四
、三
八
九

三
三
四

六
、〇
〇
二

計

一
、二
二
六

一
九
、九
二
三

一
、二
四
二

二
〇
、三
七
二

在
宅
福
祉
事
業

⑴　

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
事
業

　
（
高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
し
ぶ
た
み
設
置
）

　

高
齢
者
が
い
つ
ま
で
も
住
み
慣
れ
た
地
域
で
安
心
し
て

生
活
し
て
い
け
る
よ
う
、
介
護
・
福
祉
・
保
健
・
医
療
な

ど
さ
ま
ざ
ま
な
面
か
ら
総
合
的
に
支
え
る
た
め
に
、大
東
、

東
山
地
域
を
担
当
す
る
地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
と
し
て

平
成
二
十
二
年
一
月
に
一
関
地
区
広
域
行
政
組
合
か
ら
委

託
を
受
け
設
置
さ
れ
た
。

　
　
　

平
成
二
十
二
年
一
月
〜
平
成
二
十
二
年
三
月

①　

予
防
給
付
関
係

区　
　

分

給
付
管
理
延
件
数
〈
参
考
〉

三
月
末
給
付
管
理
者
件
数

⑴
プ
ラ
ン
作
成
数

七
〇
八
件

二
四
四
件

⑵
セ
ン
タ
ー（
包
括
）作
成
数

三
六
〇　

一
二
二　

⑶
委
託
数

三
四
八　

一
二
二　

⑷
原
案
確
認

四
二　

⑸
評
価
件
数

三
六　

要
支
援
１
お
よ
び
要
支
援
２
の
実
人
数
（
三
月
末
現
在
） 

三
〇
三
人

②　

総
合
相
談

区　
　

分

件　
　

数

⑴
総
合
相
談
数

一
六
件

⑵
実
態
把
握
数

二
〇
人

⑵　

ヘ
ル
パ
ー
セ
ン
タ
ー
（
介
護
保
険
事
業
）

　

要
介
護
及
び
要
支
援
と
認
定
さ
れ
た
高
齢
者
等
に
対

し
、
訪
問
介
護
員
が
家
庭
を
訪
問
し
て
、
日
常
生
活
の
家

事
援
助
や
身
体
介
護
を
行
っ
た
。

延
利
用
人
数　
　
（
単
位
：
人
）

年
度

花
泉

大
東

東
山

室
根

合
計

二
十
年
度

一
、七
三
三

七
〇
九

三
八
三

三
一
二
三
、一
三
七

軽
減
者

六
七

六
〇

三
六

〇

一
六
三

二
十
一
年
度
一
、六
七
三

七
七
九

四
三
四

三
三
二
三
、二
一
八

軽
減
者

五
九

五
〇

四
二

〇

一
五
一

⑶　

介
護
支
援
事
業
所
（
障
害
者
自
立
支
援
事
業
）

　

障
害
者
の
方
に
対
し
、訪
問
介
護
員
が
家
庭
を
訪
問
し
、

日
常
生
活
の
家
事
援
助
や
身
体
介
護
を
行
っ
た
。

延
利
用
人
数　
　
（
単
位
：
人
）

年
度

花
泉

大
東

東
山

室
根

合
計

二
十
年
度

一
四
六

七
三

七
二

五
五

三
四
六

二
十
一
年
度

一
七
六

五
八

七
一

二
八

三
三
三

⑷　

訪
問
入
浴
セ
ン
タ
ー
（
介
護
保
険
事
業
）

　

在
宅
で
自
力
入
浴
が
困
難
な
方
に
、
特
殊
浴
槽
を
搭
載

し
た
車
で
訪
問
し
、
入
浴
介
護
を
行
っ
た
。

延
利
用
人
数　
　
（
単
位
：
人
）

年
度

大
東

東
山

室
根

合
計

二
十
年
度　

五
〇
五

一
五
六

二
三
七

八
九
八

二
十
一
年
度

五
三
五

一
六
七

　

四
〇

七
四
二

　

＊
室
根
：
六
月
か
ら
休
止
し
三
月
で
廃
止

⑸　

デ
イ
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
介
護
保
険
事
業
）

　

日
帰
り
施
設
介
護
サ
ー
ビ
ス
。
自
宅
か
ら
の
送
迎
・
入

浴
・
昼
食
・
余
暇
活
動
等
の
サ
ー
ビ
ス
を
行
い
、
一
日
を

楽
し
く
過
ご
せ
る
通
所
支
援
を
行
っ
た
。

延
利
用
人
数　
　
（
単
位
：
人
）

年
度

興
田

大
東

東
山

室
根

合
計

二
十
年
度

一
、四
一
一
一
、三
五
三

九
三
六

四
〇
六
四
、一
〇
六

軽
減
者

八
九

七
一

一
二

一

一
七
三

二
十
一
年
度
一
、三
四
六
一
、三
四
九

九
四
一

四
八
〇
四
、一
一
六

軽
減
者

八
〇

六
一

一
七

一

一
五
九

⑹　

ケ
ア
プ
ラ
ン
セ
ン
タ
ー
（
介
護
保
険
事
業
）

　

依
頼
を
受
け
て
ケ
ア
マ
ネ
ジ
ャ
ー
が
利
用
者
宅
を
訪
問

し
、
ケ
ア
プ
ラ
ン
の
作
成
や
介
護
に
関
す
る
相
談
等
の
支

援
を
行
っ
た
。

延
利
用
人
数　
　
（
単
位
：
人
）

年
度

花
泉

大
東

興
田

東
山

室
根

合
計

二
十
年
度

一
、五
九
二
一
、四
三
三
一
、四
九
二

八
三
四

八
九
三
六
、二
四
四

二
十
一
年
度
一
、六
四
四
一
、四
三
六
一
、三
四
二

九
五
六

九
一
一
六
、二
八
九

⑺　

在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
（
受
託
事
業
）

　

介
護
予
防
・
生
活
支
援
等
の
総
合
相
談
、
高
齢
者
の
実

態
把
握
、
介
護
保
険
対
象
外
の
方
へ
の
支
援
を
行
っ
た
。

延
利
用
人
数　
　
（
単
位
：
人
）

年
度

興
田

東
山

合
計

二
十
年
度　

一
、四
九
二

一
、二
〇
五

二
、六
九
七

二
十
一
年
度

三
九

九
五
六

九
九
五

⑻　

生
活
支
援
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
（
受
託
事
業
）

　

六
十
五
歳
以
上
の
高
齢
者
や
介
護
認
定
非
該
当
者
等
を

対
象
に
生
き
が
い
支
援
と
し
て
、
次
の
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

し
た
。

　

＊　

生
活
管
理
指
導
員
派
遣
事
業

　
　
　

訪
問
介
護
員
が
訪
問
し
家
事
援
助
等
の
サ
ー
ビ
ス

を
提
供
し
た
。

延
利
用
人
数　
　
（
単
位
：
人
）

年
度

花
泉
支
部
大
東
支
部
東
山
支
部
室
根
支
部

合
計

二
十
年
度　

〇

九
六

七
七

〇

一
七
三

二
十
一
年
度

〇

八
三

八
七

二

一
七
二

　

＊　

生
き
が
い
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
事
業

　
　
　

 

入
浴
、
昼
食
、
余
暇
活
動
を
行
い
な
が
ら
生
活
指

導
を
行
っ
た
。

延
利
用
人
数　
　
（
単
位
：
人
）

年
度

大
東
支
部

東
山
支
部

室
根
支
部

合
計

二
十
年
度　

一
、一
一
四

四
八

五
七
七

一
、七
三
九

二
十
一
年
度

一
、〇
六
一

三

五
七
七

一
、六
四
一

⑼　

高
齢
者
健
康
づ
く
り
教
室
事
業

　
　
（
ふ
れ
あ
い
入
浴
サ
ー
ビ
ス
）（
受
託
事
業
）

　

各
地
区
老
人
ク
ラ
ブ
単
位
に
入
浴
サ
ー
ビ
ス
や
健
康

チ
ェ
ッ
ク
、
余
暇
活
動
等
を
提
供
し
健
康
維
持
増
進
を

図
っ
た
。

◆
大
東
支
部 

年
度

実
施
回
数

延
利
用
人
数

二
十
年
度　

七
〇
回

八
三
五
人

二
十
一
年
度

六
九
回

七
六
九
人

⑽　

障
害
者
地
域
生
活
支
援
事
業
（
補
助
事
業
）

　

在
宅
障
害
者
の
健
康
保
持
・
生
活
支
援
を
目
的
に
、
訪

問
入
浴
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
た
。

延
利
用
人
数　
　
（
単
位
：
人
）

年
度

大
東
支
部

東
山
支
部

室
根
支
部

合
計

二
十
年
度　

一
九
七

一
二
七

四
二

三
六
六

二
十
一
年
度

二
二
三

一
二
八

三

三
五
四

⑾　

生
活
介
護
事
業

　
　
（ 

身
体
障
害
者
等
に
対
す
る
生
活
介
護
事
業
〈
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
事
業
〉）

　

在
宅
障
害
者
に
対
し
、
昼
間
、
入
浴
、
排
泄
、
食
事
の

介
助
を
行
う
と
と
も
に
、
創
作
的
活
動
等
の
機
会
を
提
供

し
た
。

◆
東
山
支
部

年
度

利
用
人
数

延
利
用
回
数

二
十
年
度　

一
人

四
五
回

二
十
一
年
度

一
人

五
一
回
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いちのせき社協だより

平成21年度決算の状況
一  般  会  計

資金収支計算書　㉂ 平成21年４月１日　㉃ 平成22年３月31日
勘　定　科　目 予算額 決算額 差　異

経
常
活
動
に
よ
る
収
支

収
入

 会費収入 32,271,000 32,366,500 95,500
 寄附金収入 9,918,000 11,396,210 1,478,210
 経常経費補助金収入 106,915,000 102,754,014 -4,160,986
 助成金収入 2,430,000 2,430,000 0
 受託金収入 93,119,000 92,027,551 -1,091,449
 事業収入 13,004,000 12,286,365 -717,635
 貸付事業等収入 4,442,000 3,496,000 -946,000
 共同募金配分金収入 31,589,000 31,584,013 -4,987
 介護保険収入 461,248,000 467,129,708 5,881,708
 自立支援費等収入 20,758,000 21,574,940 816,940
 補助事業等収入 256,000 75,000 -181,000
 雑収入 3,011,000 3,041,789 30,789
 受取利息配当金収入 2,235,000 2,406,715 171,715
 経理区分間繰入金収入 38,589,000 31,525,553 -7,063,447

経常収入計 ⑴ 819,785,000 814,094,358 -5,690,642

支
出

 人件費支出 486,695,000 478,066,333 8,628,667
 事務費支出 53,370,000 46,127,567 7,242,433
 事業費支出 153,043,000 138,444,398 14,598,602
 貸付事業等支出 3,000,000 860,000 2,140,000
 助成金支出 32,501,000 32,096,142 404,858
 会計単位間繰入金支出 1,172,000 1,172,000 0
 経理区分間繰入金支出 38,589,000 31,525,553 7,063,447

経常支出計 ⑵ 768,370,000 728,291,993 40,078,007
経常活動資金収支差額 ⑶＝ ⑴ － ⑵ 51,415,000 85,802,365 34,387,365

収
入
 固定資産売却収入 200,000 200,000 0

施
設
整
備
等

に
よ
る
収
支

施設整備等収入計 ⑷ 200,000 200,000 0
支
出
 固定資産取得支出及び繰入支出 7,761,000 7,131,980 629,020

施設整備等支出計 ⑸ 7,761,000 7,131,980 629,020
施設整備等資金収支差額 ⑹ ＝ ⑷ － ⑸ -7,561,000 -6,931,980 629,020

財
務
活
動
に
よ
る
収
支

収
入
 積立金取崩収入 330,000 330,000 0
 その他の収入 2,359,000 2,358,885 -115

財務収入計 ⑺ 2,689,000 2,688,885 -115

支
出
 積立預金積立支出 40,000,000 40,000,000 0
 その他の支出 6,512,000 6,265,750 246,250

財務支出計 ⑻ 46,512,000 46,265,750 246,250
財務活動資金収支差額 ⑼ ＝ ⑺ － ⑻ -43,823,000 -43,576,865 246,135

予備費 ⑽ 0 0
当期資金収支差額合計 ⑾＝ ⑶ ＋ ⑹ ＋ ⑼ － ⑽ 31,000 35,293,520 35,262,520

前期末支払資金残高 ⑿ 244,276,000 244,276,605 605
当期末支払資金残高  ⑾ ＋ ⑿ 244,307,000 279,570,125 35,263,125

［単位：円］

貸借対照表　平成22年３月31日現在 ［単位：円］
資　産　の　部 負　債　の　部

科　　目 当年度末 前年度末 増減 科　　目 当年度末 前年度末 増減
 流動資産 300,809,078 263,783,849 37,025,229  流動負債 21,238,953 19,507,244 1,731,709
　現金 500,000 550,000 △ 50,000 　未払金 21,047,346 19,167,440 1,879,906
　預貯金 197,943,804 166,622,175 31,321,629 　預り金 186,407 339,804 △ 153,397
　未収金 100,743,838 96,175,544 4,568,294 　前受金 5,200 0 5,200
　前払金 460,900 436,130 24,770  固定負債 97,073,835 92,938,895 4,134,940
　会計単位外貸付金 1,160,536 0 1,160,536 　退職給与引当金 97,073,835 92,938,895 4,134,940
 固定資産 988,676,397 971,643,801 17,032,596
  基本財産 223,464,254 234,094,623 △ 10,630,369
　基本財産特定預金 7,000,000 7,000,000 0
　　建　物 205,011,200 210,777,140 △ 5,765,940 負債の部合計 118,312,788 112,446,139 5,866,649
　　建物付属設備 11,453,054 16,317,483 △ 4,864,429 純資産の部

 基本金 7,000,000 7,000,000 0
  その他の固定資産 765,212,143 737,549,178 27,662,965 　基本金 7,000,000 7,000,000 0
　　建　物 1,919,293 2,193,863 △ 274,570  基　金 300,000,000 300,000,000 0
　　構築物 1,455,832 1,565,579 △ 109,747 　福祉基金 300,000,000 300,000,000 0
　　車輌運搬具 13,428,322 19,640,208 △ 6,211,886  国庫補助金等特別積立金 153,715,923 158,570,083 △ 4,854,160
　　器具及び備品 16,441,199 20,567,596 △ 4,126,397  その他の積立金 318,830,878 279,160,878 39,670,000
　　ソフトウエア 3,914,284 6,697,659 △ 2,783,375 　財政調整積立金 107,515,574 107,845,574 △ 330,000
　　貸付事業等貸付金 12,148,500 14,784,500 △ 2,636,000 　介護保険財政積立金 211,315,304 171,315,304 40,000,000
　　退職共済預け金 58,848,465 54,713,525 4,134,940 0
　　福祉基金積立預金 300,000,000 300,000,000 0 0
　　財政調整積立預金 107,515,574 107,845,574 △ 330,000  次期繰越活動収支差額 391,625,886 378,250,550 13,375,336
　　介護保険財政積立預金 211,315,304 171,315,304 40,000,000 　次期繰越活動収支差額 391,625,886 378,250,550 13,375,336
　　退職金積立預金 38,225,370 38,225,370 0 　（うち当期活動収支差額） （53,045,336）（45,154,718） （7,890,618）

0
純資産の部合計 1,171,172,687 1,122,981,511 48,191,176

資産の部合計 1,289,485,475 1,235,427,650 54,057,825 負債及び純資産の部合計 1,289,485,475 1,235,427,650 54,057,825
脚注：減価償却費の累計額　479,687,885 円
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いちのせき社協だより

公益事業特別会計
資金収支計算書　㉂ 平成21年４月１日　㉃ 平成22年３月31日

貸借対照表　平成22年３月31日現在 ［単位：円］

［単位：円］

脚注：減価償却費の累計額　　9,423 円

勘　定　科　目 予　算　額 決　算　額 差　異

経
常
活
動
に
よ
る
収
支

収
入

 受託金収入 5,325,000 5,325,000 0
 介護保険収入 2,867,000 3,034,320 167,320
 雑収入 50,000 50,000 0
 受取利息配当金収入 1,000 42 -958
 会計単位間繰入金収入 1,172,000 1,172,000 0

 経常収入計 ⑴ 9,415,000 9,581,362 166,362

支
出

 人件費支出 4,142,000 3,958,457 183,543
 事務費支出 425,000 313,552 111,448
 事業費支出 4,244,000 3,819,613 424,387

経常支出計 ⑵ 8,811,000 8,091,622 719,378
経常活動資金収支差額 ⑶ ＝ ⑴ － ⑵ 604,000 1,489,740 885,740

施
設
整
備
等
に
よ
る
収
支

収
入

 施設整備等収入計 ⑷ 0 0 0
 固定資産取得支出及び繰入支出 278,000 150,780 127,220

支
出  施設整備等支出計 ⑸ 278,000 150,780 127,220

施設整備等資金収支差額 ⑹ ＝ ⑷ － ⑸ -278,000 -150,780 127,220
財
務
活
動
に
よ
る
収
支

収
入  財務収入計 ⑺ 0 0 0

支
出
 その他の支出 81,000 81,000 0

 財務支出計 ⑻ 81,000 81,000 0
財務活動資金収支差額 ⑼ ＝ ⑺ － ⑻ -81,000 -81,000 0

予備費 ⑽ 0 0
当期資金収支差額合計 ⑾ ＝ ⑶ ＋ ⑹ ＋ ⑼ － ⑽ 245,000 1,257,960 1,012,960

前期末支払資金残高 ⑿ 0 0 0
当期末支払資金残高 ⑾＋ ⑿ 245,000 1,257,960 1,012,960

資　産　の　部 負　債　の　部
科　　目 当年度末 前年度末 増減 科　　目 当年度末 前年度末 増減

流動資産 3,799,443 0 3,799,443 流動負債 2,541,483 0 2,541,483
　現　金 0 0 0 　未払金 1,380,947 0 1,380,947
　預貯金 64,643 0 64,643 　預り金 0 0 0
　未収金 3,734,800 0 3,734,800 　会計単位外借入金 1,160,536 0 1,160,536

固定負債 0 0 0

固定資産 141,357 0 141,357
　その他の固定資産 141,357 0 141,357
　　車輌運搬具 0 0 0
　　器具及び備品 141,357 0 141,357 負債の部合計 2,541,483 0 2,541,483

純資産の部
国庫補助金等特別積立金 0 0 0

次期繰越活動収支差額 1,399,317 0 1,399,317
　次期繰越活動収支差額 1,399,317 0 1,399,317
　（うち当期活動収支差額） （1,399,317） （　　　0） （1,399,317）

0
純資産の部合計 1,399,317 0 1,399,317

資産の部合計 3,940,800 0 3,940,800 負債及び純資産の部合計 3,940,800 0 3,940,800
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いちのせき社協だより

千厩ワークプラザ特別会計
資金収支計算書　㉂ 平成21年４月１日　㉃ 平成22年３月31日

貸借対照表　平成22年３月31日現在 ［単位：円］

［単位：円］

勘　定　科　目 予　算 決　算 差　異
就
労
支
援
事
業
活
動
に
よ
る

収
支

収
入
就労支援事業収入 2,720,000 2,713,325 -6,675

就労支援事業収入計 ⑴ 2,720,000 2,713,325 -6,675

支
出
就労支援事業支出 2,720,000 2,713,325 6,675

就労支援事業支出計 ⑵ 2,720,000 2,713,325 6,675
就労支援事業活動資金収支差額 ⑶ ＝ ⑴ － ⑵ 0 0 0

福
祉
事
業
活
動
に
よ
る
収
支

収
入

運営費収入 2,007,000 1,880,057 -126,943
自立支援費収入 18,276,000 18,578,586 302,586
利用者負担金収入 540,000 378,654 -161,346
経常経費補助金収入 162,000 158,751 -3,249
雑収入 1,000 5,000 4,000
受取利息配当金収入 7,000 3,597 -3,403

福祉事業収入計 ⑷ 20,993,000 21,004,645 11,645

支
出

人件費支出 8,368,000 8,165,675 202,325
事務費支出 2,811,000 1,983,013 827,987
事業費支出 5,360,000 4,700,443 659,557

福祉事業支出計 ⑸ 16,539,000 14,849,131 1,689,869
福祉事業活動資金収支差額 ⑹ ＝ ⑷ － ⑸ 4,454,000 6,155,514 1,701,514

施
設
整
備
等
に

よ
る
収
支

収
入 施設整備等収入計 ⑺ 0 0 0

支
出

施設整備等支出計 ⑻ 0 0 0
施設整備等資金収支差額 ⑼ ＝ ⑺ － ⑻ 0 0 0

財
務
活
動
に
よ
る
収
支

収
入 財務収入計 ⑽ 0 0 0

支
出

その他の支出 150,000 147,075 2,925

財務支出計 ⑾ 150,000 147,075 2,925
財務活動資金収支差額 ⑿ ＝ ⑽ －⑾ -150,000 -147,075 2,925

予備費 ⒀ 0 0
当期資金収支差額合計 ⒁ ＝ ⑶ ＋ ⑹ ＋ ⑼ ＋⑿ － ⒀ 4,304,000 6,008,439 1,704,439

前期末支払資金残高 ⒂ 10,026,000 10,025,618 -382
当期末支払資金残高 ⒁ ＋ ⒂ 14,330,000 16,034,057 1,704,057

資　産　の　部 負　債　の　部
科　　目 当年度末 前年度末 増減 科　　目 当年度末 前年度末 増減

流動資産 17,034,016 10,746,742 6,287,274 流動負債 999,959 721,124 278,835
　現　金 30,000 30,000 0 　未払金 999,959 702,322 297,637
　預貯金 11,573,309 5,722,280 5,851,029 　預り金 0 18,802 △ 18,802
　未収金 5,430,707 4,994,462 436,245

固定負債 0 0 0

固定資産 612,257 887,840 △ 275,583
　その他の固定資産 612,257 887,840 △ 275,583
　　車輌運搬具 56,073 84,107 △ 28,034
　　器具及び備品 556,184 803,733 △ 247,549 負債の部合計 999,959 721,124 278,835

純資産の部
国庫補助金等特別積立金 421,667 641,667 △ 220,000

次期繰越活動収支差額 16,224,647 10,271,791 5,952,856
　次期繰越活動収支差額 16,224,647 10,271,791 5,952,856
　（うち当期活動収支差額） （5,952,856） （5,924,290） （28,566）

0
純資産の部合計 16,646,314 10,913,458 5,732,856

資産の部合計 17,646,273 11,634,582 6,011,691 負債及び純資産の部合計 17,646,273 11,634,582 6,011,691
脚注：減価償却費の累計額　2,164,767 円
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いちのせき社協だより

　

近
年
ま
す
ま
す
医
師
不
足
が
深
刻
に
な
っ
て

い
る
中
、
岩
手
県
立
磐
井
病
院
は
「
住
民
の
手

で
病
院
を
支
え
よ
う
」
と
の
考
え
の
も
と
、
新

病
院
移
転
時
か
ら
一
関
市
社
協
と
協
働
し
て
病

院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
募
集
と
養
成
を
重
ね
て
き

ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
今
年
四
年
目
を
迎
え
る

磐
井
病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
『
ば
っ
き
ゃ
の
会
』

が
発
会
し
ま
し
た
。

　
『
ば
っ
き
ゃ
の
会
』
で
は
病
院
職
員
と
協
力

し
、
患
者
さ
ん
が
安
ら
ぎ
を
得
ら
れ
る
環
境
で

安
心
し
て
治
療
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う

に
と
い
う
理
念
の
も
と
、
患
者
さ
ん
と
ご
家
族

の
た
め
に
様
々
な
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
を
行
っ

て
い
ま
す
。

「
住
民
の
手
で
病
院
を
支
え
る
」

〜
病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
取
組
み
〜

大
東
支
部

障
が
い
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
充
実
に
期
待
寄
せ

大
東
・
室
蓬
会
が
新
事
業
開
設

　

社
会
福
祉
法
人
室
蓬
会（
本
田
能
久
理
事
長
）

が
、
障
が
い
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
所
室
蓬
館

に
生
活
介
護
棟
を
新
た
に
開
設
し
ま
し
た
。
こ

の
生
活
介
護
棟
は
、
障
が
い
者
が
通
所
し
、
介

護
や
食
事
、
入
浴
、
創
作
・
生
産
活
動
と
い
っ

た
デ
イ
サ
ー
ビ
ス
的
な
サ
ー
ビ
ス
を
受
け
る
施

設
。
定
員
は
十
六
名
で
五
月
二
十
四
日
か
ら
利

用
者
を
受
け
入
れ
て
い
ま
す
が
、希
望
が
多
く
、

ほ
ぼ
定
員
に
達
し
て
い
る
状
況
。

　

利
用
者
だ
け
で
な
く
、
家
族
か
ら
も
安
心
し

て
地
域
で
生
活
で
き
る
場
が
で
き
た
と
喜
び
の

声
が
あ
が
っ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
室
蓬
館
で
は
四
月
か
ら
指
定
相
談
支

援
事
業
所
「
室
蓬
館
障
が
い
者
サ
ポ
ー
ト
セ
ン

タ
ー
」
も
開
設
し
、
相
談
支
援
専
門
員
が
福
祉

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
や
就
労
等
へ
の
相
談
に
対
応

し
て
い
ま
す
。

千
厩
支
部

【
千
厩
高
校
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
】
行
わ
れ
る
！

　

四
月
下
旬
、
千
厩
高
等
学
校
で
は
、
今
年
も

生
徒
約
三
百
名
が
参
加
し
て
通
称
：
Ｓ
Ｖ
Ｐ（
千

厩
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
）
が
実
施
さ

れ
ま
し
た
。

　

こ
の
事
業
は
生
徒
会
が
企
画
し
て
い
る
も
の

で
、
高
体
連
地
区
予
選
で
不
在
の
生
徒
を
除
く

約
三
百
名
が
「
普
段
お
世
話
に
な
っ
て
い
る
地

域
に
少
し
で
も
貢
献
し
た
い
」
と
生
徒
が
主
体

と
な
っ
て
実
施
さ
れ
て
い
る
活
動
で
す
。
自
分

の
生
活
す
る
地
域
へ
の
理
解
を
深
め
、
生
徒
の

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
対
す
る
意
識
を
育
て
る
、
そ

し
て
新
ク
ラ
ス
の
親
睦
を
深
め
る
等
の
点
か
ら
、

熱
戦
！
は
つ
ら
つ
シ
ル
バ
ー

　

毎
年
七
月
、
花
泉
地
域
シ
ル
バ
ー
ス
ポ
ー
ツ

大
会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。
こ
れ
は
一
関
市
、
市

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
花
泉
支
部
、
社
協
花
泉
支

部
の
共
催
に
よ
り
行
わ
れ
、
当
支
部
も
開
催
に

支支
部部
通通
信信

一
関
支
部

　

活
動
内
容
は
、

外
来
案
内
班
（
外

来
案
内
・
会
計
支

払
機
案
内
や
患
者

さ
ん
の
見
守
り
・

お
話
を
聴
く
等
）、

園
芸
班
（
屋
上
庭

園
の
草
花
の
手
入

れ
等
）、
行
事
班

（
七
夕
・
ク
リ
ス
マ

ス
・
バ
ザ
ー
の
開

催
等
）、
緩
和
病
棟

班
（
テ
ィ
ー
サ
ー
ビ
ス
、コ
ン
サ
ー
ト
の
開
催
、

病
棟
用
小
物
作
成
等
）
の
四
つ
の
班
活
動
に
よ

り
、
会
員
の
相
互
協
力
の
も
と
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
活
動
を
展
開
し
て
い
ま
す
。
今
年
度
か
ら
は

患
者
さ
ん
へ
の
図
書
の
貸
出
し
の
班
活
動
も
開

始
さ
れ
、
ま
す
ま
す
活
動
の
広
が
り
を
見
せ
て

お
り
、
入
院
・
外
来
を
問
わ
ず
、
患
者
さ
ん
の

「
心
の
拠
り
所
」
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
会
長
の
畠
山
さ
ん
は
「
オ
レ
ン
ジ
の
エ
プ
ロ
ン

は
、
病
院
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
目
印
で
す
。
皆
さ
ん

お
気
軽
に
お
声
を
か
け
て
下
さ
い
。
ま
た
、
私
達

と
一
緒
に
活
動
し
て
頂
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
仲

間
も
募
っ
て
い
ま
す
。」
と
語
っ
て
い
ま
す
。

　
　
　
（
電
話
〇
一
九
一
―
二
三
―
三
四
五
二

　
　
　
　

磐
井
病
院
総
務
課　

十
和
田
ま
で
）

花
泉
支
部

あ
た
り
お
世
話
を
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

　

六
チ
ー
ム
編
成
で
、
各
地
区
か
ら
選
ば
れ
た

選
手
は
足
に
自
信
の
あ
る
健
脚
ぞ
ろ
い
。
ゲ
ー

ト
ボ
ー
ル
リ
レ
ー
等
の
団
体
種
目
で
は
珍
プ

レ
ー
が
続
出
し
、
笑
い
声
が
絶
え
な
い
の
で
す

が
、
年
齢
別
徒
競
走
や
長
寿
リ
レ
ー
は
真
剣
勝

負
。
職
員
も
圧
倒
さ
れ
る
気
迫
と
韋
駄
天
ぶ
り

で
、
老
人
ク
ラ
ブ
青
年
部
は
ま
だ
ま
だ
健
在
の

よ
う
で
す
。

　

昨
年
は
金
沢
チ
ー
ム
が
優
勝
で
、
長
年
連
続

優
勝
を
続
け
て
い
た
永
井
チ
ー
ム
を
破
る
快
挙

で
し
た
。
な
お
こ
の

大
会
は
、
九
月
に
行

わ
れ
る
県
大
会
出
場

の
予
選
も
兼
ね
、
毎

年
県
大
会
で
も
、
上

位
入
賞
を
果
た
し
て

い
ま
す
。

　

今
年
は
七
月
十
四

日
開
催
を
予
定
し
て

い
ま
す
が
、
ケ
ガ
の

な
い
よ
う
無
理
せ
ず

に
。
ご
健
闘
を
祈
念

し
ま
す
！
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学
校
で
も
支
援
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　

今
回
の
活
動
内
容
は
、
千
厩
町
内
の
ク
リ
ー

ン
作
戦
、
介
護
施
設
「
千
寿
荘
」
で
の
窓
拭
き
、

介
護
施
設
「
や
ま
ゆ
り
」
で
の
プ
ラ
ン
タ
ー
作

り
、
雑
巾
縫
い
・
寄
贈
、
千
厩
病
院
の
花
壇
整
備
、

学
校
の
草
取
り
で
し
た
。当
日
の
朝
ホ
ー
ム
ル
ー

ム
で
活
動
内
容
を
確
認
し
た
後
、
生
徒
は
そ
れ

ぞ
れ
に
活
動
場
所
へ
向
い
ま
す
。
ゴ
ミ
袋
を
持

ち
軍
手
を
は
め
て
校
門
か
ら
出
て
ゆ
く
生
徒
や

ズ
ッ
ク
と
雑
巾
を
片
手
に
介
護
施
設
へ
急
ぐ
生

徒
。
プ
ラ
ン
タ
ー
に
植
え
る
花
は
同
校
の
農
場

で
栽
培
さ
れ
た
も
の
で
、
こ
の
活
動
は
主
に
生

産
技
術
科
が
中
心
と
な
っ
て
行
い
ま
し
た
。
ま

た
、
介
護
施
設
で
は
、
茶
道
部
に
よ
る
お
点
前

も
披
露
さ
れ
、
施
設
の
利
用
者
の
皆
さ
ん
が
ニ

コ
ニ
コ
し
な
が
ら
、
お
茶
と
お
菓
子
を
い
た
だ

い
て
い
ま
し
た
。

　

過
去
に
は
、千
厩
高
校
が
取
組
ん
で
い
る
様
々

な
活
動
に
対
し
て
、
財
団
法
人
日
本
善
行
会
か

ら
全
国
表
彰
を
、
ま
た
、
県
立
千
厩
病
院
か
ら

は
千
鶯
賞
を
受
賞
し
た
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

千
厩
高
校
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
協
力
校
で
も
あ

り
、
今
後
も
独
自
の
活
動
で
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
へ

の
意
識
を
育
て
て
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

東
山
支
部

声
の
広
報
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室
根

川
崎
支
部

脳
元
気
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン

　

東
山
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
で
は
、
い
き

い
き
サ
ロ
ン
等
の
依
頼
を
受
け
て
脳
元
気
レ
ク

リ
エ
ー
シ
ョ
ン
を
行
っ
て
い
ま
す
。

　
「
脳
元
気
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
」
と
題
し
て
、

手
や
指
を
開
い
た
り
閉
じ
た
り
す
る
も
の
か

ら
、
二
人
組
、
グ
ル
ー
プ
で
協
力
し
な
が
ら
行

う
内
容
を
中
心
に
行
っ
て
い
ま
す
。

高
齢
者
の
体
力
測
定

　

五
月
十
四
日
（
金
）
川
崎
体
育
セ
ン
タ
ー
で
、

岩
手
県
老
人
ク
ラ
ブ
主
催
の
「
第
一
回
高
齢
者

の
体
力
測
定
」
が
行
わ
れ
ま
し
た
。
定
期
的
に

体
力
測
定
を
行
い
、
自
分
の
体
力
保
持
に
役
立

て
る
こ
と
が
目
的
で
す
。

　

声
の
広
報
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
室
根
の
活
動
は
、

室
根
町
在
住
の
目
の
不
自
由
な
方
々
へ
地
元
の

情
報
を
提
供
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
「
広
報

い
ち
の
せ
き
」
の
掲
載
記
事
を
カ
セ
ッ
ト
テ
ー

プ
に
録
音
し
て
毎
月
お
届
け
し
て
い
ま
す
。

　

こ
の
活
動
は
昭
和
五
十
七
年
九
月
か
ら

二
十
七
年
間
続
け
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

当
時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
中
で
何
と
か

し
て
目
の
不
自
由
な
方
に
も
「
広
報
む
ろ
ね
」

を
読
ん
で
あ
げ
た
い
、
い
つ
で
も
何
回
で
も
聞

　

三
十
四
名
の
高
齢
者
が
、
保
健
師
の
血
圧
測

定
・
健
康
状
態
と
日
常
生
活
活
動
チ
ェ
ッ
ク
・

ス
ト
レ
ッ
チ
の
後
、
①
握
力
②
上
体
起
こ
し
③

長
座
体
前
屈
④
開
眼
片
足
立
ち
⑤
十
ｍ
障
害
物

歩
行
⑥
六
分
間
歩
行
の
六
種
目
に
参
加
し
ま
し

た
。
二
人
で
ペ
ア
を
組
み
協
力
し
て
和
気
藹
々

楽
し
み
な
が
ら
こ
な
し
て
行
き
ま
し
た
。
自
分

自
身
で
記
録
し
て
点
数
を
つ
け
る
こ
と
で
自
己

評
価
と
総
合
評
価
を
点
検
し
、
六
角
形
の
グ
ラ

フ
に
記
入
す
る
こ
と
で
体
力
の
あ
る
な
し
や
バ

ラ
ン
ス
を
自
覚
し
て
、
今
後
ど
ん
な
運
動
が
必

要
か
を
知
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

　

参
加
者
の
年
齢
は
六
十
歳
代
六
名
、
七
十
歳

代
二
十
名
、
八
十
歳
代
八
名
で
す
が
、
体
力
測

定
に
参
加
す
る
程
の
方
々
で
す
か
ら
皆
さ
ん
元

気
ハ
ツ
ラ
ツ
！
ス
タ
ッ
フ
か
ら
頑
張
り
過
ぎ
な

い
よ
う
に
ア
ド
バ
イ
ス
さ
れ
る
ほ
ど
で
し
た
。

第
二
回
目
は
十
月
に
実
施
し
、
同
じ
人
が
同
じ

種
目
で
測
定
し
て
比
較
す
る
予
定
で
す
。
夏
の

間
の
運
動
の
成
果
を
披
露
し
て
く
れ
る
こ
と
で

し
ょ
う
。

　

ま
た
、
グ
ル
ー
プ
で
行
う
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
の
一
つ
と
し
て
空
き
缶
詰
み
を
行
っ
て
い
ま

す
。
こ
れ
は
、
一
定
時
間
内
で
空
き
缶
を
交
代

で
何
段
積
め
る
か
を
競
う
も
の
で
、
集
中
力
や

協
調
性
を
図
る
事
を
目
的
に
行
う
も
の
で
す
。

五
月
二
十
五
日
に
山
谷
地
区
の
「
山
谷
元
気
サ

ロ
ン
」で
十
二
段
を
積
み
上
げ
ま
し
た
。
ま
た
、

三
室
地
区
で
行
っ
て
い
る
「
い
き
い
き
お
茶
の

会
」
で
は
、
十
段
を
積
み
ま
し
た
。

　

脳
元
気
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
は
、
認
知
症
予

防
を
主
眼
に
集
中
力
や
他
者
と
の
交
流
推
進
・

協
調
性
等
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
図
る
事
を

目
的
に
行
っ
て
い
ま
す
。

室
根
支
部

い
て
も
ら
い
た
い
と
い
う
思
い
が
始
ま
り
で
し

た
。

　

現
在
も
、
毎
月
の
「
広
報
い
ち
の
せ
き
」
の

記
事
を
分
り
や
す
く
丁
寧
に
読
ん
で
録
音
し
て

い
ま
す
。
室
根
地
域
及
び
周
辺
地
域
の
記
事
を

中
心
に
、
ま
た
興
味
深
い
記
事
や
重
要
と
思
わ

れ
る
記
事
を
ピ
ッ
ク
ア
ッ
プ
し
て
録
音
し
て
い

ま
す
。

　
「
今
後
も
声
の
広
報
を
楽
し
み
に
待
っ
て
い

る
人
が
い
る
限
り
続
け
て
行
き
た
い
。」
と
語

る
千
葉
睦
子
さ
ん
（
写
真
左
）
と
、「
目
の
不

自
由
な
方
々
に
少
し
で
も
役
に
立
っ
て
い
る
と

思
う
と
や
り
が
い
を
感
じ
る
。」
と
語
る
小
山

菊
子
さ
ん
（
写
真
右
）
で
す
。

　

町
内
の
目
の
不
自
由
な
方
々
か
ら
は
、
市
内

の
様
子
が
手
に
取
る
よ
う
に
分
り
楽
し
み
に
し

て
い
る
と
言
う
声
が
寄
せ
ら
れ
て
お
り
ま
す
。
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「
川
好
き
。」
一
言
で
表
現
す
れ
ば
そ
ん
な
人

達
で
構
成
さ
れ
る「
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
北
上
川
サ
ポ
ー

ト
協
会
」
で
す
。
平
成
十
六
年
に
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人

の
認
可
を
受
け
、
現
在
会
員
は
四
十
三
名
、
市

の
施
設
で
あ
る
北
上
川
交
流
セ
ン
タ
ー
の
指
定

管
理
や
国
土
交
通
省
岩
手
河
川
国
道
事
務
所
の

　

地
区
住
民
の
手
作
り
で
復
元
し
た
水
車（
こ
っ

と
ん
こ
）
を
集
落
の
シ
ン
ボ
ル
に
、
特
色
あ
る
地

域
づ
く
り
に
取
り
組
む
室
根
第
十
二
区
自
治
会

の
活
動
を
紹
介
し
ま
す
。　

年
間
事
業
は
、
昔
の
伝
統
行
事
を
重
ん
じ
た
自

治
会
元
朝
登
山
か
ら
始
ま
り
、
小
正
月
行
事
、

水
車
祭
、
森
は
海
の
恋
人
植
樹
祭
、
灯
篭
流
し

等
、
地
区
民
の
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
、
交
流
事
業
と
幅

広
い
活
動
を
し
て
い
ま
す
。
ど
の
事
業
も
、
地

区
民
総
参
加
を
目
指
し
、
高
齢
者
の
方
も
積
極

的
に
役
割（
水
車
で
の
粉
ひ
き
等
、永
年
の
経
験
・

親
子
カ
ヌ
ー
体
験

親
子
カ
ヌ
ー
体
験

　

四
月
二
十
一
日
開
催
の
評
議
員
会
に
お
い
て
、
理

事
、
監
事
が
選
任
さ
れ
、
五
月
十
一
日
に
開
催
さ
れ

た
、
理
事
会
に
お
い
て
会
長
、
副
会
長
の
互
選
と
常

務
理
事
の
指
名
が
行
わ
れ
次
の
と
お
り
決
定
い
た
し

ま
し
た
。

　
（
任
期　

平
成
二
十
二
年
五
月
十
一
日
か
ら
平
成

二
十
四
年
五
月
十
日
）

　

会　
　

長

　
　
　
　

大　

澤　

弘　

毅　
　

再

　

副 

会 

長

　
　
　
　

永　

澤　

國　

雄　
　

再

　
　
　
　

鵜　

浦　

篤　

治　
　

再

　

常
務
理
事

　
　
　
　

及　

川　

菊　

夫　
　

再

　

理　
　

事

　
　
　
　

佐　

藤　

悦　

郎　
　

再

　
　
　
　

丹　

野　

貞　

男　
　

再

　
　
　
　

三　

浦　
　
　

巧　
　

再

　
　
　
　

小　

山　

賢　

和　
　

再

　
　
　
　

昆　

野　

洋　

子　
　

新

　
　
　
　

鈴　

木　

英　

一　
　

新

　
　
　
　

菅　

原　

榮　

治　
　

新

　
　
　
　

小　

山　

一　

男　
　

再

　
　
　
　

畠　

山　

英　

一　
　

新

　
　
　
　

海　

野　

正　

之　
　

再

　
　
　
　

門　

田　

善　

悦　
　

新

　

監　
　

事

　
　
　
　

阿　

部　

忠　

朗　
　

再

　
　
　
　

及　

川　

和　

男　
　

新

　
　
　
　

金　

野　

啓　

雄　
　

新

敬
称
略

　

副
会
長
で
あ
っ
た
石
川　

巖
氏
、
理
事
で
あ
っ
た

本
田　

宗
助
氏
、
佐
藤　

昭
男
氏
、
千
葉　

繁
美
氏
、

瀬
上　

祐
子
氏
、
監
事
で
あ
っ
た
佐
藤　

哲
彌
氏
、

菅
原　

傳
介
氏
が
退
任
さ
れ
ま
し
た
。
地
域
福
祉
充

実
の
た
め
ご
尽
力
い
た
だ
き
、感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

役
員
改
選

地
域
活
動
団
体
紹
介

地
域
活
動
団
体
紹
介

室
根
第
十
二
区
自
治
会

室
根
第
十
二
区
自
治
会

技
術
を
要
す
る
も
の
）
を
持
ち
、
そ
の
達
成
感

を
皆
と
一
緒
に
味
わ
い
ま
す
。
一
方
、
子
ど
も
た

ち
が
楽
し
め
る
昔
遊
び
や
親
子
ふ
れ
あ
い
行
事

等
に
よ
り
、
事
業
参
加
を
促
し
、
地
域
の
老
若

男
女
問
わ
ず
参
加
す
る
世
代
間
の
交
流
に
も
繋

が
っ
て
い
ま
す
。

「
子
ど
も
た
ち
は
地
域
で
育
て
る
も
の
」
と
い

う
観
点
か
ら
、
子
ど
も
の
体
験
学
習
に
も
、
精

力
的
で
、
今
年
は
、
山
・
川
・
海
の
一
連
の
生

態
系
の
大
切
さ
の
理
解
を
目
的
に
、
気
仙
沼
市

の
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
森
は
海
の
恋
人
と
共
同
主
催
で

「
森
は
海
の
恋
人　

子
ど
も
サ
マ
ー
ス
ク
ー
ル

２
０
１
０
」（
７
日
間
）
を
７
月
に
開
催
の
予
定

で
す
。

　

少
子
高
齢
化
が
進
む
中
で
、
地
域
の
活
力
を

取
り
込
も
う
と
す
る
活
動
と
し
て
、
特
産
品
矢

越
か
ぶ
等
里
の
産
物
と
海
産
物
と
の
交
流
は
、

経
済
交
流
を
も
越
え
て
周
囲
を
巻
き
込
ん
で

年
々
盛
ん
に
な
り
、
第
十
二
区
自
治
会
の
特
色

あ
る
地
域
づ
く
り
は
益
々
輝
き
を
増
し
て
い
ま

す
。＊

＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊
＊

調
査
船
の
運
航
委
託
業
務
を
行
い
な
が
ら
、
北

上
川
・
砂
鉄
川
で
川
の
活
動
を
中
心
に
行
っ
て
い

ま
す
。

　

主
な
活
動
は
、
北
上
川
の
環
境
保
全
活
動
の

一
環
と
し
て
毎
年
春
・
秋
に
川
の
ゴ
ミ
拾
い
。
子

供
達
に
川
と
の
触
れ
合
い
、
川
の
楽
し
さ
を
知
っ

て
も
ら
う
た
め
の
カ
ヌ
ー
体
験
。
そ
の
他
川
崎

地
域
の
ホ
タ
ル
観
察
会
と
い
っ
た
こ
と
も
行
っ
て

い
ま
す
。
ま
た
、
川
崎
地
域
の
川
の
イ
ベ
ン
ト
Ｅ

ボ
ー
ト
大
会
で
は
主
管
団
体
と
し
て
、
会
員
、

ス
タ
ッ
フ
と
共
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

　

今
後
も「
川
と
共
に
生
き
る
」を
モ
ッ
ト
ー
に
、

よ
り
多
く
の
方
々
に
川
に
親
し
ん
で
も
ら
う
た

め
、
流
域
住
民
の
皆
さ
ん
、
学
校
、
各
種
団
体

等
と
連
携
を
図
り
な
が
ら
、
学
習
、
体
験
の
場

と
し
て
の
活
動
を
ど
ん
ど
ん
提
供
し
て
い
き
た
い

と
、
会
員
一
同
頑
張
っ
て
お
り
ま
す
。
ぜ
ひ
一
度

川
に
来
て
体
験
さ
れ
て
み
て
は
、
い
か
が
で
す
か
。

　

活
動
、
入
会
に
関
す
る
お
問
い
合
わ
せ
は

　

電
話
０
１
９
１

-

３
６

-

５
６
６
６
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地
域
で
の
暮
ら
し
を
考
え
る

五
回
連
続
講
座

〈
共
同
企
画
〉

　

昨
年
度
に
引
き
続
く
五
回
連
続
講
座
は
五
月

十
五
日
、「
一
関
藩
物
語
」
と
題
し
一
関
市
博

物
館
副
館
長
の
大
島
晃
一
氏
に
講
演
い
た
だ
き

ま
し
た
。

　

一
関
の
特
徴
は
、
と
言
え
ば
和
算
が
さ
か
ん

な
地
で
あ
っ
た
こ
と
（
残
存
算
額
枚
数
が
日
本

で
ト
ッ
プ
）、
建
部
清
庵
を
先
達
と
す
る
蘭
医

学
の
系
譜
は
大
槻
玄
沢
に
始
ま
り
、
多
く
の
学

者
、
医
者
を
生
ん
だ
こ
と
（
華
岡
青
洲
の
薬
箱

に
見
る
エ
ピ
ソ
ー
ド
）が
ま
ず
挙
げ
ら
れ
ま
す
。

　

一
関
藩
は
仙
台
藩
の
支
藩
で
、
田
村
三
万
石

は
愛
姫
の
孫
で
あ
る
田
村
宗
良
に
始
ま
り
ま

す
。
三
万
石
と
は
言
え
、
幕
府
に
認
知
さ
れ
た

独
立
大
名
で
す
か
ら
幕
府
の
お
つ
と
め
も
は
た

し
て
お
り
ま
す
し
、
江
戸
に
は
上
屋
敷
、
中
屋

敷
、
下
屋
敷
の
三
つ
の
藩
邸
が
あ
り
ま
し
た
。

一
関
藩
は
城
は
許
さ
れ
ま
せ
ん
で
し
た
が
城
下

町
と
し
て
の
機
能
は
備
え
て
お
り
ま
し
た
。
因

み
に
仙
台
以
北
の
大
名
城
下
町
と
い
う
の
は
一

関
、
盛
岡
、
八
戸
、
弘
前
だ
け
で
す
。

　
「
一
関
城
下
図
」
を
ご
覧
下
さ
い
。
今
の
一

関
と
何
も
変
わ
っ
て
お
り
ま
せ
ん
。
基
本
は
城

下
町
そ
の
ま
ま
で
す
。
吸
川
の
河
道
が
変
わ
っ

て
い
る
位
で
す
。
江
戸
期
か
ら
以
降
は
今
日
に

い
た
る
ま
で
連
綿
と
続
い
て
い
る
の
で
す
。
で

す
か
ら
一
関
の
今
を
考
え
る
に
当
た
り
、
そ
の

原
点
と
な
る
江
戸
時
代
を
き
ち
ん
と
知
っ
て
お

く
こ
と
は
あ
な
が
ち
無
意
味
な
こ
と
で
は
な
い

で
し
ょ
う
。

　

そ
の
後
①
侍
屋
敷
と
町
屋
敷
（
特
に
内
家
中

と
外
家
中
、
一
軒
屋
敷
と
半
軒
屋
敷
に
つ
い

て
）、
②
人
口
と
家
族
構
成
、
③
一
関
の
お
祭

り
の
原
点
に
つ
い
て
お
話
を
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。

　

次
い
で
実
践
事
例
発
表
は
「
中
里
地
区
福
祉

活
動
推
進
協
議
会
の
活
動
」
と
題
し
、
同
協
議

会
の
事
務
局
長　

辻
山
慶
治
氏
に
発
表
し
て
い

た
だ
き
ま
し
た
。

　

活
動
を
開
始
し
た
の
が
平
成
元
年
で
す
か
ら

年
号
が
そ
の
ま
ま
活
動
の
歴
史
に
な
り
ま
す
。

二
十
年
に
は
「
地
域
福
祉
二
十
年
の
記
録
」
と

い
う
記
念
誌
を
発
行
い
た
し
ま
し
た
。
日
々
の

活
動
の
記
録
は
「
中
里
推
進
協
だ
よ
り
」
を
年

三
回
発
行
し
地
域
住
民
に
お
知
ら
せ
を
し
、
課

題
の
共
有
化
を
図
る
よ
う
に
し
て
い
ま
す
。

　

地
域
活
動
の
方
針
は
①
人
間
的
な
ふ
れ
あ
い

の
中
で
、
ゆ
と
り
と
安
ら
ぎ
の
あ
る
暮
ら
し
が

で
き
る
地
域
社
会
の
実
現
、
②
小
地
域
で
の
自

主
的
な
福
祉
活
動
の
推
進
、
③
行
政
機
関
、
関

係
団
体
と
連
携
し
な
が
ら
事
業
を
推
進
す
る
、

の
三
つ
で
す
。

　

実
施
し
て
い
る
事
業
で
す
が
、
こ
れ
も
大
き

く
分
け
て
三
つ
で
す
。
ま
ず
独
自
事
業
と
し
て

九
項
目
。
う
ち
、
二
つ
が
新
規
事
業
で
す
。
②

共
催
事
業
が
二
、
③
協
力
事
業
が
二
で
す
。

　

独
自
事
業
の
う
ち
「
中
里
推
進
協
だ
よ
り
」

の
年
三
回
発
行
や
、
小
・
中
学
校
の
協
力
を
得

て
「
暑
中
見
舞
」、「
年
賀
状
」
を
七
十
歳
以
上

の
一
人
暮
ら
し
老
人
に
送
付
し
て
い
る
こ
と
は

ユ
ニ
ー
ク
な
取
り
組
み
で
は
な
い
か
と
思
っ
て

お
り
ま
す
。

　

ま
た
、
今
年
は
新
た
に
「
心
を
い
や
す
花
壇

鑑
賞
（
バ
ス
ツ
ア
ー
）」
と
「
高
齢
者
の
ニ
ー

ズ
調
査
」
を
行
う
予
定
で
す
。

　

私
達
の
活
動
の
基
本
は「
ハ
ー
ト
to
ハ
ー
ト
」

で
す
。
本
日
の
発
表
が
他
の
地
域
の
福
祉
活
動

の
参
考
に
な
れ
ば
幸
い
、
と
話
を
締
め
く
く
り

ま
し
た
。

① 　

本
企
画
内
容
の
抄
録
を
ご
希
望
の
方
は

社
会
福
祉
協
議
会
ま
で
。

② 　

第
二
回
は
七
月
十
五
日
で
演
題
は
「
老
後

の
暮
ら
し
と
お
金
」、実
践
事
例
発
表
は
「
地

域
資
源
を
生
か
し
て
地
域
力
ア
ッ
プ
」
で
す
。

　

お
問
合
せ
は
、
一
関
公
民
館
ま
で
。

「磐井川」
福祉センター２階に展示

「サイカチ」
福祉センター３階に展示

　

及
川
功
至
氏
よ
り
絵
画
二
点
が
社
会
福
祉
協

議
会
へ
寄
贈
さ
れ
ま
し
た
。
福
祉
セ
ン
タ
ー
に

展
示
し
て
お
り
ま
す
の
で
、
お
立
ち
寄
り
の
際

に
は
、
ぜ
ひ
ご
覧
く
だ
さ
い
。

絵
画
寄
贈

絵
画
寄
贈
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♥本　　部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　一関地区保育協議会環境分科会様  車椅子1台
　花泉町花泉字袋 花沢流蕃扇会岩手支部様 100,000円

一関支部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　一関市新町 阿部　　功様 50,000円
　一関市三関字神田 松倉　　忠様 7,400円
　一関市 一関華道協会様 104,045円
　一関市山目字前田 千葉　洋子様 300,000円
　 匿　名 100,000円
　 匿　名 10,000円
　 匿　名 320円

花泉支部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　花泉町永井字赤坂前 千葉　孝毅様 50,000円
　花泉町日形字下清水 増子　嘉徳様 100,000円
　花泉町涌津字境 鈴木　丈喜様 100,000円
　花泉町花泉字下北浦 佐藤　　奨様 100,000円
　花泉町老松字上汁足 千葉テル子様 100,000円
　花泉町油島字原田 猪股　美保様 タオル126枚
　花泉町涌津字中町 小野寺輝子様 100,000円
　花泉町 油島ボランティアの会白鳥の会様 タオル帽子75枚
　花泉町永井字粒乱田 及川　弘人様 100,000円

大東支部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　大東町大原字台 勝部　　工

たくみ

様 30,000円
　大東町大原字中島 足利那智雄様 50,000円
　大東町大原字山吹 千葉　隆三様 50,000円
　大東町摺沢字綱木 青柳　　勇様 50,000円
　大東町曽慶字和野 岩渕　静子様 30,000円
　大東町渋民字上川原 佐藤　征彌様 50,000円
　大東町大原字萱 小野寺由郎様 50,000円
　大東町大原字鎌倉 中澤富士男様 50,000円
　大東町 大東町各種女性団体連絡協議会様 30,000円
　大東町渋民字平前 金野　眞悦様 100,000円
　大東町摺沢字大森 千葉　忠夫様 50,000円
　大東町中川字柳ノ平 柏原　恒雄様 50,000円
　大東町大原字畑中 八島美紀己様 50,000円
　大東町沖田字八日町 小山　和行様 50,000円
　大東町 中川婦人会様 21,022円
　大東町渋民字関ノ上 佐藤　文彦様 50,000円
　大東町沖田字八日町 金野　　岩様 200,000円
　大東町猿沢字山崎 及川　弘喜様 100,000円
　大東町鳥海字小森 伊東　清吾様 100,000円

　大東町大原字岩脇 勝部　洋子様 30,000円
　大東町大原字古小屋 畠山　義昌様 30,000円
　大東町大原字古小屋 畠山　義昌様 車イス３台 
　大東町大原字台下 高井　公志様 50,000円
　大東町大原字立町 菊池　光枝様 30,000円
　大東町摺沢字石倉 岩舘千代子様 100,000円
　大東町渋民字横張 三浦　孝浩様 50,000円
　盛岡市 高橋　昌勝様 商品券1,000円

千厩支部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　千厩町千厩字上駒場 千厩中学校生徒会様 6,625円
　千厩町磐清水字鷹巣 佐藤　誠志様 10,000円
　千厩町千厩字石堂 ㈲家具の小野寺様 5,200円
　千厩町千厩字町 片岡　宏子様 100,000円
　千厩町奥玉字熊ノ沢 田名網良夫様 30,000円
　千厩町清田字北沢 大山　健治様 50,000円
　千厩町千厩字摩王 佐々木善子様 100,000円

東山支部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　東山町長坂字西本町 小竹　正男様 100,000円
　東山町長坂字長平 菅原　王男様 100,000円
　東山町長坂字西本町 佐藤　京子様 50,000円
　東山町田河津字紙生里 小野寺国助様 30,000円
　東山町 長久会様 雑巾400枚 
　東山町 天寿会様 雑巾141枚 
　東山町 日赤奉仕団様 タオル98枚 
　 匿　名 100,000円

室根支部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

　室根町矢越字朴木 村上　　孝様 50,000円
　室根町折壁二丁目 小山　秀司様 50,000円
　室根町津谷川字有切 菊地　一男様 30,000円
　室根町矢越字高沢 加藤　惠子様 30,000円
　室根町津谷川字下川原 畠山　忠一様 30,000円
　室根町津谷川字中磯 熊谷　隆一様 30,000円

川崎支部　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　 
　川崎町門崎字神平 藤江　輝雄様 100,000円
　川崎町薄衣字諏訪前 千葉　郁子様 50,000円
　川崎町門崎字千手堂 小野寺清顯様 30,000円
　千厩町千厩字北方
　琴城流大正琴振興会東磐井支部
 支部長 佐藤麗子様 30,000円
 匿　名 4,439円

平成22年３月から平成22年５月までに、市民の皆様からご寄附がありました。

ホームページに関する
お問い合わせ先

社会福祉法人　一関市社会福祉協議会ホームページ
http://www.ichinoseki-shakyo.com/     E-mail : info@ichinoseki-shakyo.com
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